ディベート説明会・レジメ＆補足説明

in 平成１７年度石巻市教育研究会国語研究会 05/10/07

1． ディベートを始める一番最初の練習（実習）

2． ビデオ（１５分）
	「わくわく授業～わたしの教え方～」

「ディベートで伸ばそう“話す力”“聞く力”～池田修先生の国語～」
（平成１６年７月２９日の再放送：中学２年生の国語）

本放送：１０月２日（日）午前７：４０～８：０５ＮＨＫ教育テレビ

再放送：１０月９日（日）午前０：４０～１：０５ＮＨＫ教育テレビ


3． ディベート“で”教育を行なう意義

4． 配布書類の活用方法

· 『日本は完全学校週５日制を廃止すべきである』モデルシナリオ
立論３分、質疑２分、反駁２分を想定したシナリオです。
生徒には「時間が余ったら、アドリブで、自分で考えた主張を入れた方が、説得力が増します」と伝えて下さい。

· 判定シート
池田修先生が実際に授業で使われている判定シートです。
ディベートに慣れていない生徒はこれを使って、まずは判定してみます。

· 反駁シート
相手として想定できる議論に対しての反駁（反論）を、あらかじめ原稿にしておくのがコツです。使いやすい方をコピーしてお使い下さい。

· 初心者用プリント
ディベートに関する最低限の知識を、短時間で伝えるためのプリントです。

◎ネット上の参考資料

　★ディベートに関して　→『ゼロからのディベート』　http://www.edu.shadow.ne.jp/
私が、全くのゼロからディベートができるようになるための手順を紹介しております。指導方法の詳細はこちらで。５日制のページもあります。

★論題に関して
→『TMN@Wiki』　http://www1.atwiki.jp/tmnetwork/
北海道支部の方々が、リサーチ結果などを公開しているサイトです。
複数の方が構築できるWikiというシステムを活用しています。

★試合に関して
→『オンラインディベート』　http://www.debate.shadow.ne.jp/
インターネット上のディベート対戦です。学校週５日制のモデル立論を用いた対戦が始まります。また今回“ジャッジによる解説”と“聴衆の野次”の掲示板が設置されます。先生方も生徒の皆さんも自由にご参加下さい。

◆お知らせ◆　11月３日（木・祝）に青葉中学校にて、生徒対象のディベート講習会＆練習試合を行ないます。試合で勝てるコツが満載！大会に出ない方も是非ご見学下さい。

